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第 9 回未来会議（全体会） 議事録 

⿅ノ台未来まちづくり会議（未来会議）会⻑ 須都 紘 
書記・広報 鈴⽊ 豊 

⽇時：令和 3 年 11 ⽉ 21 ⽇（⽇）13:30〜15:05 
（各分科会の打ち合わせは 16:40 まで） 

会場：⻄集会所 

出席者：（順不同、敬称略） 
須都 紘（会⻑）、伊藤 智⼦、梅本 慎⼆郎、⿊部 實（以上 副会⻑） 
鎌⽥ 卓（事務局⻑）、鈴⽊ 豊（書記・広報）、蔵⽥ かほり（会計） 
⽥⼝ 信義、中世古 昭⼀、⼭⽥ 勲、野津 拓也、中⾕内 政之、 
⿊⽥ 勝⾏、福家 稔、⾕猪 富貴⼦、⼭⽥ 修、渡辺 昇 

傍聴：中尾議員（⽣駒市議会） 
⽋席：⼭地 祐輔、須⽥ 健⼀ 

配布資料： 
① 議題 
② 「⼦育て分科会」活動報告書 
③ 「⾼齢者分科会」活動報告書 
④ 「交流分科会」活動報告書 
⑤ ⿅ノ台コミュニティバスの実証運⾏に向けた進捗状況 
⑥ 地域包括⽀援センターとの意⾒交換 
⑦ 令和４年度 未来会議 予算案作成⽇程 

須都 未来会議会⻑より 
・未来会議は前回より⼆部構成とし、前半は全体会議、後半は各分科会の打ち合

わせとしている。 
・分科会の打ち合わせ結果は次の全体会議で報告し、出てきた意⾒や提案など

を踏まえて、また分科会でそれぞれの課題を深堀りしていってもらいたい。 
・なお分科会は来年３⽉でいったん区切りをつけることにしている。3 ⽉をメド

として、各施策をどのように実⾏していくか具体的に検討していただきたい。 
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「⼦育て分科会」活動報告 

転⼊促進 
・住宅展⽰場である「奈良・登美ヶ丘住宅公園」の受付に「⼦育てするなら、⿅

ノ台。」チラシが配架されることになった。「みらい」第２号に添付して回覧も
しており、チラシの配布実績は計 2,000 部となった。 

・「⿅ノ台の魅⼒」Web サイトにおいて、「『⼦育てするなら、⿅ノ台』のチラ
シは下記の場所でも⼊⼿可」として、承諾を得た事業者サイトへのリンクを貼
っている。リンクを貼ることをメリットとして提⽰し、チラシの設置場所を増
やしていきたい。 

・⿅ノ台に引っ越ししたい⼈が⽴ち寄ることができる場所として、いきいきホ
ールに転⼊者向けチラシなどを置くコーナーを設置する案を検討している。
詳細が決まり次第、提案する。 

⼦どもの居場所 
・いきいきホール運営委員会より、いきいきホール 2Fを「⼦どもの居場所」と

して活⽤しないかという提案をいただいた。 
・下記の⽅向で検討・準備を進めている。 
‐来年 2⽉より使⽤開始 
‐空いている平⽇午後（15:30〜17:00）に開設：当⾯は週１回（⼩・中学校の
下校時間が早い⽔曜⽇） 
‐対象は⼩学⽣及び中学⽣ 
‐事業主体は当分科会 

・名称、活動内容、担当者などまだ決まっていない事項も多い。分科会で具体案
を作成し、次回の未来会議に提案する。 

「⾼齢者分科会」活動報告 
・フリーディスカッションにより、⾼齢者に関わる 34点の課題を抽出した。 
・防災会のデータや、東 1 丁⽬・東 2 丁⽬⾃治会で実施したアンケート結果も
参考にして⼀覧表とし、今後検討すべき課題を明らかにしていく。 

・連合会で取り組むべき課題は、連合会へ提起していく。 
・対応できることは２⽉ころから試⾏を始め、４⽉以降、本格的に取り組んでい

きたい。 
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「交流分科会」活動報告 

「⿅ノ台ツツジ祭」の開催 
・8 ⽉の納涼祭、10 ⽉のオータムフェスタに加えて、⿅ノ台の魅⼒の⼀つであ

るツツジの咲き誇る５⽉に、中央公園における野外コンサートとして「⿅ノ台
ツツジ祭」を開催したい。 

・⽣駒市の「市⺠みんなで創る⾳楽祭」の参加者に参加を呼びかけてみたが、参
加したいという声が多かった。⿅ノ台出⾝のプロの出演も検討している。 

・来場者に⿅ノ台の素晴らしい環境、緑と花を楽しんでもらう機会としたい。 

「⿅ノ台の魅⼒探訪」ツアー 
・⿅ノ台への転⼊促進活動の⼀環として、⿅ノ台以外から「⿅ノ台ツツジ祭」に

来場される⽅を対象に、⿅ノ台の魅⼒的なスポットを巡回する「⿅ノ台の魅⼒
探訪ツアー」も併せて⾏いたい。 

準備など 
・実施主体として実⾏委員会を設置する。 
・中央公園を管轄する⽣駒市には相談している。 
・電源や椅⼦・テントの確保など、野外ならでは課題があるが、確保は可能だと
考えている。 

・「⿅ノ台の魅⼒探訪ツアー」⽤に⼩型バスの⼿配も必要。 
・今後は、下記の⼿順で進めていく。 

1. 未来会議及び⾃治連合会の承認 
2. 運営要領作成 
3. 実⾏委員会設置 
4. 中央公園の使⽤を市役所に申し込み 

・３⽉頃に試⾏することも検討している。 
・「市⺠みんなで創る⾳楽祭」の枠組みでやれば、ギャラは⽣駒市負担となる。 
・新聞社などのメディアには取材を要請したい。知⼈の新聞社員からは「必ず取
材する」と好印象を得ている。 
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分科会の活動報告に関する意⾒交換 
・「⿅ノ台ツツジ祭」とは別に、4 ⽉に「ふれあい⾳楽祭」を開催したいとの要
望が連合会に届いているが、開催にあたって多額の費⽤がかかるということ
であった。「ふれあい⾳楽祭」とこの「⿅ノ台ツツジ祭」はどのように関連す
るのか。 
→ 「ふれあい⾳楽祭」は歴史があるイベントであり、主催者とは意⾒交換

中である。⿅ノ台には⾳楽のイベントが多いので、イベント全体をマネ
ージメントできる⼈が必要だと思う。 

→ イベント全体の整合性については、連合会と協議すべきである。 
→ これらのイベントはそれぞれの主催者が主体的に実⾏している。主催者

の⾃主性も尊重しながら、コーディネートしていく必要がある。 
・「⼦育て分科会」が「⼦どもの居場所」の事業主体を担当するという提案であ

ったが、未来会議や分科会が事業主体となってよいのか。施策を提案し、それ
を連合会が承認して、どのようにやるかを決めていくべきではないのか。 

→ 未来会議は企画⽴案だけを⾏う組織ではなく、事業実施の主体者の役割
も担っている組織であると位置づけられている。 

→ マンパワーから未来会議の構成員だけでは事業ができない場合がある。
この場合は、他の⼈も巻き込んでやっていく必要がある。 

→ 誰がやると決めつけずに柔軟に対応するのが良い。未来会議でやれるな
らそれでよいし、委員会を⽴ち上げてやってもよい。 

→ 未来会議でやるものと連合会でやるものを仕分けして進めていけばよ
い。「⿅ノ台ツツジ祭」のように⼤きな事業は、それなりの体制や予算の
確保が必要である。 

→ 5年間の計画を策定するにしても、すぐできることはすぐにアクション
を起こしていくのがよい。 

→ 未来会議が事業を実⾏するための組織であることは共有認識にしてお
きたい。構成員だけではできないこともあるとしても、未来会議は事業
としての形を作っていく組織である。 

→ （会⻑）この考え⽅を共通認識としたい。 
・「⼦どもの居場所」は、いきいきホールの「キッズ＆シニアルーム」と重複し

ていないか。 
→ 「キッズ＆シニアルーム」の対象は就学前の幼児なので、⼩中学⽣を対
象とした「⼦供の居場所」とは異なる。 

→ 「⿅っ⼦クラブ」とのタイアップは検討してもよいのではないか。 
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⿅ノ台コミュニティバス実証運⾏に向けた進捗の状況 
・来年 8 ⽉から実証運⾏が開始される。実証運⾏の主体は⽣駒市であるが、準
備として、11 ⽉末までに停留所を決めて欲しいと依頼された。 

・このため、連合会とコミュニティバス委員会で停留所候補地付近の住⺠の⽅
に説明を⾏い、⻑期不在の⼀軒を除くすべてのお宅で承諾を得ることができ
た。 

・これまでの説明どおり、バスの運⾏ダイヤは⽉・⽔・⾦の 10 時から 16 時ま
で 1 ⽇ 8便。環状道路／スクール通りを「右回り 8の字」と「左回り 8の字」
の 2 ルート交互に⼩型バスで運⾏する。 

・⽣駒市地域公共交通活性化協議会（12⽉ 15⽇開催）で承認されれば市議会で
予算化され、来年 4 ⽉に事業者選定が⾏われる⾒込みである。 

意⾒交換 
・「いそかわ前」という停留所があるが、混雑を招かないか。 
→ 停留所は「いそかわ前」という名前であるが、⻄向きはいきいきホール

前に停⾞するなど、いそかわのすぐ前に停めることはないため、混雑は
招かないと考えている。 

地域包括⽀援センターとの意⾒交換会 
・⿅ノ台における⾼齢者⽀援の取組みに地域包括⽀援センターが関⼼を持って

いるので、連合会、いきいき街づくり会、各桜美会及びその他の委員会等の活
動について、地域包括⽀援センターに概要を説明した。 

・ICT を⽤いた⽀え合いについて説明したところ、地域包括⽀援センターから
は「結ネット」にスタッフも参加して要⽀援者をフォローしたいということで
あった。 

・今後も不定期ではあるが懇談を⾏っていく。 

意⾒交換 
・⿅ノ台にも認知症で徘徊する⾼齢者がおられる。地域包括⽀援センターは何

か⽀援してくれるのか。 
→ 認知症への対応のノウハウを伝授するので、⾃治会で対応してほしいと

いうのが同センターの基本的なスタンスである。 
・地域包括⽀援センターは⺠間事業者なので、収益にならないことはしない。⽣

駒市の担当課と協議すべきではないのか。 
→ 市の委託事業者であり、単なる⺠間事業者ではない。 

・本来は⾏政の課題であるが、⽣駒市も⼈⼿不⾜である。⾃治会が取り組まざる
を得ない。 
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・⼦どもだけではなく、⾼齢者にも居場所が必要なのではないか。バンビカフェ
は開設⽇時が限られている。いつでも⽴ち寄れる場所があればよい。 

令和４年度の未来会議予算案について 
・次回の未来会議に各分科会から予算案を提出してもらいたい。 
・来年 1 ⽉の幹事会で検討・集約し、連合会への提出締切に間に合うよう 1 ⽉

17⽇に提出する。 
・連合会の予算は来年 3 ⽉の連合会役員会で暫定承認され、5⽉に正式承認され

る予定である。 

その他 

連合会 Web サイトの更新について 
・前回、課題として提起された連合会Web サイトの更新について、現在のホー
ムページ委員会は団体からの掲載要望に順番をつけて対応している状況であ
ると聞いた。ホームページ委員会単独で抜本的な更新をスムーズに⾏うこと
は困難であると思われる。 
→ ホームページ委員会では 3 年前にコンセプトと階層構造を決め、これに
沿って情報の更新を進めている。これらを変えるときが来たのだと思う。 

→ そのようなことをホームページ委員会で決定したことが、そもそも共有
されていない。 

・これまでは主に⿅ノ台の住⺠に向けて情報発信していたが、転⼊促進のよう
に、地域外の⼈に向けた新たな情報発信の必要性が出てきていることを考え
なければならない。 
→ （⽥⼝連合会⻑）ホームページ委員会と意⾒交換したい。実証実験中の

「結ネット」は、回覧に回せないような事項も迅速に伝達できるツール
なので、このツールとの使い分けも考えていきたい。 

その他の情報提供 
・建替え中の交番で、11 ⽉ 25⽇にオープニングセレモニーが⾏われる。 
・来年 1 ⽉ 23 ⽇に、ウェルカムミーティングが⾏われる予定である。 

各分科会の打ち合わせ 
・各分科会に分かれて、打ち合わせを実施 
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次回 

⽇時 
12⽉ 19⽇（⽇）13:30 ‒ 16:00 

「東⻄」の構成員及び幹事は 13:15集合 

会場 
⻄集会所 

主な議題（案） 
1. 各分科会からの報告 
2. 共通報告事項 
3. 各分科会の打ち合わせ 
4. その他 

以上 


